
毎年、約1000人の乳幼児が、窒息や誤飲・誤嚥により、救急車で運ばれています。

誤飲と誤嚥、似た言葉ですが、意味が違います。

誤飲・・・本来、飲み込んではいけないものが、胃に入ってしまうこと。

誤嚥・・・食べ物や、おもちゃなど異物が気管に入ってしまうこと。

◎ 気管を部分的に閉塞することを気道異物といい、気管が完全に閉塞した状態を窒息といいます。

誤嚥が起きると空気を肺に取り込むことができず、窒息した場合は命にかかわります。

【誤嚥事故で多い食べ物】 【誤飲事故で特に危険な物】

・ナッツ類(乳歯・臼歯では噛み砕けない) ・磁石 (特にボタン電池型)

・豆類(枝豆、大豆など) ・灯油 (特に石油製品)

・ミニトマト、ぶどう(巨峰)、白玉団子 ・タバコ

・パン、カステラ、マシュマロ、あめ、グミ

こんにゃくゼリーなど。

⇒実際に死亡事故につながっています。

【事故防止ポイント】

・子どもの口に入りそうなもの、興味を持ちそうな小さいものは、手の届くところには置かない。

・チャイルドマウス⇒トイレットペーパーの芯が目安。これを通るものは誤飲する怒れがある。

・喉に詰まる恐れのある食べ物に注意し、小さく切る。

・食べ物で遊ばない。立って食べない。食べてる最中は大人が近くにいる。

・子どもがすごす環境を安全に変えることが必要。安全に配慮した製品も活用する。

命にかかわる事故は、保育施設だけではなく家庭でも起きています。皆さん注意しましょう。

チャイルドマウス
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窒息～誤飲・誤嚥～

同じ事故が何度も繰り返し起きています！

年齢によって、起きやすい事故があります！

子どもの事故は…

協力会員さんにお集まりいただき、年齢別で起こりやすい事故とその防止方法についての講座、地域

ごとにグループに分かれて活動中に起きたヒヤリハット、地域の危険な場所について話し合いをしてい

ただきました。ここで、講座の内容を一部ご紹介したいと思います。
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援助活動実績報告書は活動月の翌月の10日までにご提出をお願いします。

ご提出前に…

・お名前、日にち、時間、活動内容(番号)、報酬額は漏れなく記入してありますか？

・報酬額は正しく計算されていますか？

必ず確認してからセンターへご提出ください。

援助活動実績報告書の提出について

厚生労働省のファミリー・サポート・センター事業実施要綱により、30年度から協力会員・両方会

員の緊急救命講習の受講が必須となりました。センターでは毎年、緊急救命講習を開催しておりま

すので、ご参加いただきますようお願いいたします。今年の開催日程ついては隣のページをご確認

ください。

センター以外が開催している消防署などの講習(AED、心肺蘇生法の実習を含んでいる)を受講して

いただいても構いません。安心安全なお預かりをするため、ご理解、ご協力をお願いいたします。

緊急救命講習の受講について

会員登録の内容や、活動(コーディネート票)の内容に変更はありませんか？変更がある場合は下記の

お手続きが必要です。お手続きのないまま活動中にケガをしたり事故があった場合、補償保険の適

用になりませんのでご注意ください。

① 住所、電話番号、勤務先、緊急連絡先を変更した

② 依頼する子どもが増えた

③ 通っている保育園、幼稚園、学校を変更した

④ 保育園、幼稚園を卒園し、小学校へ入学した など

① 依頼会員が区内に居住または在勤しなくなった

② 協力会員が区外に転居した

③ 依頼会員の子どもが援助を必要としなくなった

◎ 変更届、退会届は｢援助活動の手引き｣または区のホームページに掲載しています。

ファミリーサポート・センター宛てに、郵送かFAXでご提出ください。

① 送迎先が変わる

例1) 保育園の迎えと預かり → 学校の迎えと預かり

例2) 保育園のお迎えとくもんへ送り→保育園のお迎えとプールへ送り

② 預かり場所が変わる

例) 預かり場所である協力会員宅又は依頼会員宅の住所が変わった

③ 援助活動の内容が変わる

例) 幼稚園までの送り → 幼稚園の迎えと預かり

④ 依頼するお子さんが増えた

例) 兄の学校の迎えと預かり → 兄弟の学校迎えと預かり

◎ 上記以外にも再コーディネートが必要になる場合があります。また、活動時間が変わる場合

センターへの連絡が必要です。詳しくはセンターまでお問い合わせください。

登録・活動内容の再確認を！



ファミリー・サポート・センター(03-6231-8470)

10月28日(月) 10時00分～11時30分 ファミリーサポートセンター

平成２８年９月以前に協力会員の登録をした方が対象です。

報酬の計算方法等の基本的なルール、面談の進め方などの流れの再確認をします。未受講の方はご参加お

願いいたします。ご自身が対象者かご不明な場合は、センターへお問い合わせください。

※受講済みの方は協力会員証にクローバーのシールが貼られています。

協力・両方会員｢再受講｣

8月29日(木) 13時30分～15時00分 東部フレンドホール 集会室第二

江戸川消防署瑞江出張所の方を講師にお招きし、事故に関する事例やその予防法の説明と、人形を

使っての心肺蘇生法、異物除去の方法、またAEDの使い方等の実技講習を行います。

スキルアップ講座｢緊急救命講習｣

◎ ファミリーサポート説明会と基礎研修会を別々の日程で受講することもできます。3カ月以内に全て

受講するようにお願いいたします。

グリーンパレス

集会室40213時15分～14時50分

ファミリーサポート説明会

9時30分～12時30分

基礎研修会
10月18日(金)

グリーンパレス

集会室40112時20分～15時20分

基礎研修会

10時00分～11時35分

ファミリーサポート説明会
9月6日(金)

ファミリーサポート説明会

ファミリーサポートの仕組みや約束ごとなどを詳しくお話しします。

ファミリーサポートに興味のある方もご参加いただけます。

（講師：ファミリーサポートセンター アドバイザー）

基礎研修会 「保育の心/子どものお世話」「心の発達とその問題」

お子さんの保育や発達など、協力会員として活動していただくための基礎的な内容の講義です。

すでに協力会員として活動していて「改めて受講したい」という方もどうぞ！

（講師：子ども家庭支援センター 子育て心理相談員他）

協力会員入会説明会



瑞江二中

瑞江北駐輪場

ホテル

都営新宿線

ファミリー・サポート・センター

明聖第三幼稚園

(子ども家庭支援センター内)

クリーニング店

東部フレンドホール

瑞江第二中学校

北口

瑞江駅

お 問 い 合 わ せ 先

会 員 数(令和元年6月30日現在)

両 方 会 員

協 力 会 員

依 頼 会 員

106人

428人

3,862人

江戸川区ファミリー・サポート・センター

(江戸川区ファミリーサポートの会)

〒132-0011 江戸川区瑞江2-9-15

電話 :03-6231-8470

FAX:03-6231-8171
月曜日～土曜日 9時00分～17時00分

(日曜、祝日、年末年始はお休みです )

募集についてご興味のある方、詳細が知りたい方はファミリー・サポート・センター

(03-6231-8470)までお気軽にお電話ください。

共育プラザ南篠崎・葛西の子育てひろば内で、お子さんの見守りやお預かり、入会の手続きなどを

していただく｢子育てサポーター｣を募集しています。月3回から無理のない範囲で活動していただけ

ます。自宅での預かりは難しいけど子育てひろばでなら預かれるという方、ひろばでの見守りに協

力したいという方、是非ご検討ください！

～活動の概要～

・曜日：火曜日～金曜日

・時間：①9：30～12：00、②12：00～14：30

ファミリー・サポートのニーズが多様化し、外国人の方の利用も増えてきています。ファミリー・

サポートは会員さん同士のコミュニケーションがとても大切ですが、日本語でのコミュニケーショ

ンが難しい方がいらっしゃいます。センターでは外国人の依頼会員さんのサポートや面談の立会い

などをやっていただく｢外国語サポーター(サブ・リーダー)｣を募集しております。あなたのスキルを

いかして外国人の依頼会員さんの手助けをしませんか？

あなたの経験をいかして子育てのお手伝いをしてみませんか？
｢仕事が忙しくて保育園のお迎えに行けない｣｢近くに頼れる家族がいない｣｢産前・産後で動けない｣

様々な理由で、子育てのサポートを必要としている方がたくさんいます。

ファミリー・サポートは有償のボランティアで、ご自身の空いている時間を利用して子育てのサ

ポートをする活動です。江戸川区にお住まいで心身ともに健康な方であれば、特別な資格は必要あ

りません。あなたの力を貸してください！

会員さんもお知り合いに紹介してファミリー・サポートの輪を広げてください！

子育てが落ち着いた依頼会員さんも協力会員(両方会員)の登録を是非ご検討ください♪


